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はじめに

近年，地質調査業務においては，受注者から専

門業者等への外注化が進み，土木工事と同様に，

工種によっては規格・仕様ごとに市場の取引価格

が形成されてきております。

国土交通省では，このような実態を踏まえ，平

成１５年度より，地質調査業務の積算において，労

務費，材料費，機械経費等を含むユニット当たり

の市場調査価格をそのまま積算に用いる「市場単

価方式」を導入することとしました。

本稿では，その経緯と概要について紹介します。

施工単価と市場単価

市場の取引価格は，供給側（売手）と需要側

（買手）との取引が市場において成立することに

よって得られるものです。地質調査業務において

は，発注者を需要側，調査業務者を供給側とする

関係から両者の間には商取引が発生します。ま

た，供給側においても，建設コンサルタント，総

合建設業者，専門の地質調査事業所等がそれぞれ

需要側と供給側となってさまざまな市場取引が行

われており，これらの継続的な需給関係により市

場が形成されていると考えられます。

この市場における取引を規格・仕様別に見た場

合，調査単位当たりの「価格」というものが存在

し，こうした単位当たりの「価格」を『施工単

価』と定義しています。また，この施工単価のう

ち，次の３原則を満たすものを『市場単価』と定

義しています。

「市場単価成立の３原則」

� 民間と民間との間で取引事例があること。

� 施工単位当たりの取引が行われていること。

� 民間と民間との間で良好な取引が行われてい

ること。

市場単価方式導入のメリット

� 市場の変動を速やかに

積算価格ヘ反映

従来から資材価格について

は，第三者機関による調査価

格をもとに積算に用いてきま

したが，この考えを一定のユ

ニットとしての調査業務の価

格にあてはめることにより，
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平均的な調査実態の変化や，社会経済動向の変化

に伴う，調査価格の変動を速やかに積算に反映す

ることが可能になります。

� 積算業務の合理化・省力化

市場単価方式においては，歩掛を用いた積み上

げ計算が不要となるため，積算業務の合理化，省

力化につながり，また，歩掛のメンテナンスも不

要となります。

市場単価調査の概要

市場単価方式を導入する場合は，市場単価成立

の３原則が満たされると判断される調査業務につ

いて，実際に適用が可能か否かの検討を行うため

の「予備調査」および，一定の期間試行的に積算

に導入することにより積算での適合性を検証する

「試行調査」を実施し，その結果，十分に検証さ

れた工種について本施行することとしています。

各段階での調査内容は次のとおりです。

� 予備調査

予備調査は，市場単価方式の導入の可能性をあ

らかじめ検討するために実施します。主な調査内

容としては，�地域，時期に片寄りがなく，十分

な数の調査サンプルが得られるかどうか，�元請

と専門地質調査事業所等との間の取引の有無，特

別な取引慣行の有無，�市場単価調査のための条

件区分，調査内容等の整備等について調査，検討

を行います。

� 試行調査

国土交通省直轄の業務において，一定期間試行

的に導入する市場単価を調査するとともに，将来

の本施行に備えて必要な事項を整備・検討するた

めに実施します。主な調査内容としては，�市場

単価の調査，�単価に対応する設定条件（適用条

件）の確認・整備，�予備調査結果の再確認等を

調査します。

� 本 施 行

一定期間の試行を経たのち，本施行に適切であ

ると判断された工種について本施行に移行しま

す。なお，本施行工種については，市場単価その

ものが積算に用いられるため，歩掛が削除される

ことになります。

これまでの経緯と平成１５年度の
市場単価方式導入工種

国土交通省においては，地質調査業務の市場単

価方式の導入について，平成１２年度より検討を開

始し，平成１３年１０月からは，国土交通省直轄の業

務において，施工単価方式の試行を実施してきま

した。その間，地質調査業務の取引実態について

再度調査を行い，その結果，市場単価成立の３原

則に該当することが検証されたため，１年半に及

ぶ試行結果も踏まえ，平成１５年度より，一部工種

において，市場単価方式として本施行することと

しました。

地質調査業務において，平成１５年度より歩掛を

廃止し，市場単価方式に移行するのは，�機械ボ

ーリング，�サンプリング，�サウンディングお

よび原位置試験，�現場内小運搬，�足場仮設，

�その他間接調査費の６工種です。また，解析等

調査業務は６工種の市場単価方式への移行に伴い

歩掛を廃止し，別途，特別調査等により対応する

こととしています。

おわりに

市場単価方式は，市場の変動が速やかに反映さ

れ，積算業務の合理化，省力化が可能な積算方式

であるため，従来の積算に比べ，急激な社会情勢

の変化に的確に対応し，より適正な積算を推進す

るためにも，有効な手法であると考えられます。

調査設計業務においては，土木工事に比べ外注可

能な部分が少なく，市場の取引価格の形成には限

度があると考えられますが，平成１５年度より実施

する『コスト構造改革』においても，積算価格の

説明性・市場性を向上するとともに積算にかかる

コスト，労力を低減する施工単価方式や市場単価

方式の拡大に取り組むこととしており，他工種に

おいても，引き続き，市場単価方式の導入の可能

性について検討していきたいと考えております。
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